
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

―ＴＡＣ information―  

玄米の発達経過（厚さは 20 日以降も発達） 

玄米の充実は開花20日以後も重要です！ 
 

一般的に、出穂後 20 日間の平均気温が

27℃を越えると高温障害が発生し、白未熟粒

が多くなるといわれています。 

本年の8月10日～9月11日の平均気温

（京都市）は、28.1℃で早生品種では、高温

障害を受けている可能性が高いと思われま

す。また、ヒノヒカリ等では 8 月 21 日～9

月 11 日の平均気温は 27.6℃で今後も気温

が高いと思われますので、かけ流し等の高温

障害への対策をしっかりと行いましょう。 

玄米は開花後 20 日以後も厚みが増してい

きます。この時期の天候や早期落水はこの最

後の充実度に大きく影響します。 

 

８、９月の平均気温の推移（℃、京都市） 

ＪＡ京都中央 2022年 9 月 13日 №617 吉田 真依 

9 月 6 日の向島地域の稲穂の状況 

ＪＡ京都中央の夏季特産品である「京おくら」と「京

都茄子」を過日の８月２６日、ＪＲ京都駅地下街ポルタ

西エリアにグランドオープンした「みのるダイニング京

都ポルタ店」へ食材提供を行っています。グランドオープ

ン初回となる期間限定メニューの季節の膳に使用されてい

ます。９月３０日まで提供されます。９月１０日からは、

「京おくら」のオリジナルポスターも掲示されています。 〇提供されている季節の膳 



 


